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『菓子話船橋』関孝和 『括要算法』

『諸職絵本葛飾新鄙形』

画本虫撰（狂歌絵本）貝原益軒『大和本草』

古典籍いろいろ（多様なジャンル）
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※写すたびに異本が派生
（目移、誤写）

※完本残存とは限らない
※意味を考えず書写多

（可読性を無視）
※時代の推定

〈書物〉を対象とする研究
⇒足で稼ぐ学問：書物を見て回り、書物を位置づける
⇒研究の基本！ とはいうものの…

日本文学研究の特質
その多くは書かれたモノを研究

時間的推移 ⇒⇒

悉皆調査が基本



たとえば「更級日記」（菅原孝標女・平安時代）の場合

御物本 藤原定家筆「更級日記」複製

列帖装

【有名なエピソード】
明治時代までは難解な書物

↓↓↓
大正13年、現宮内庁所蔵本を確認し、その

綴じ間違い（錯簡）が全ての写本
の誤りの根源であったことを発見

すなわち、今日伝わる更級日記の
伝本の全て、藤原定家筆写本が

もとであることを確認。

研究では、教科書に掲載されるような
本文は存在しない！

濁点や句読点、カギ括弧、漢字等
「釈文」といい、研究の成果



版本（印刷本）でも同じとは限らない

初版本後刷本

本は閲覧してみて初めて判ることが多い
最善本を求めたいという欲望



かつて
研究者にまず求められた
のは、文庫訪問の心得
であった 《訪書・集書》

いまだに
個人蔵や私立の機関等では

資料閲覧の叶わぬ処も
多い 所蔵＝財産

【資料入手の難しさ】
書写から撮影へ



• 主な収集（所蔵）資料…各地の図書館本の撮影複写
（概数・2018年3月末現在）

古典籍(原本)
1万8000点

紙焼写真本
8万6000冊

マイクロ資料（国内収集）
21万点

国文学研究資料館（NIJL）

■活字本・影印本等 19万冊…日本文学関係の学術図書や雑誌も所蔵

日本文学及び関連資料の
専門的調査研究機関（昭47年～）



古典籍などは書名のゆれも多く、各図書館の
登録書名が異なると、見つけることが難しい

【特長】 責任もって著作コントロール

国文研…各図書館所蔵作品について
著作コントロールをおこなっている。

ひも付けることで一連の書物が確認可能！

国文研の強み！当館が管理し、修正していく 著作コントロール自体が〈情報〉

ナショナルカタログ「国書総目録」の著作権を継承
書誌所在情報を集約する事業

国書総目録を継承し、
古典籍総合目録刊行（冊子）、
さらに
日本古典籍総合目録DB作成

世界からみても画期的



従来型日本文学（人文学）研究の現実

検証されない「日本文学（人文学）研究」

日本文学研究における基盤データは「書物」

資料の「断片・引用」の上に論を構築する学問

検証するにも同様の閲覧手続きが必要

検証を怠りがちな現実 研究も活字本だけに偏る

写本 版本 印刷 活字本 新旧漢字 デジタル

情報の淘汰がなされてきた日本
限られた《情報》のなかでしか物事をみていない！

江戸時代 明治時代 戦後 現代



■持つ者持たざる者の差を縮める（金銭・時間・情報）

■あらゆる分野で対等な研究環境の確保

特に海外研究者に向けて

プロジェクトが目指した方向性 オープン

立ちはだかる「障壁」
【一例】

◯存在を知りながら資料を見ることの出来ぬもどかしさ（東京一極集中）

◯研究のために手順（手続）に奔走 撮影・閲覧許可

図書館側の苦悩（見に来てほしい・勝手に画像を使われたら困る）

モノは不変→デジタル画像だけでも自由に使えたら



近年：Web環境・デジタル化が変える研究手法
乗り遅れると世界から「研究対象」ですらなくなる

資料を秘蔵（＝死蔵）するニッポン



2014年４月から
人文社会科学分野初の大規模学術フロンティア促進事業

日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画
略称：歴史的典籍NW事業（NIJL-NW project）

がスタート

担当部署：館内に古典籍共同研究事業センターを設置


